
16 - 20
27 - 23
26 - 18

Ｃ 31 - 16
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 2 5 4 5 0 0 2 0 3 3 2 6 0 1
2 * 0 1 2 7 0 0 1 2 4 6 0 3 0 0
6 0 0 0 2 3 0 0 0 0 3 3 0 1 0 0
8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17 * 3 7 3 5 0 0 1 3 5 8 1 1 1 0
20 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
24 * 2 4 1 5 0 0 3 3 3 6 1 3 2 0
35 0 0 1 2 4 0 0 2 3 5 8 1 0 0 1
36 * 0 0 3 11 2 3 3 1 0 1 0 1 1 0
37 * 2 5 13 27 7 7 1 5 12 17 2 1 1 1
47 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
78 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
9 24 32 69 9 10 13 17 37 54 7 19 7 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 8 1 6 0 0 1 0 1 1 1 4 0 0
1 * 2 12 6 16 2 4 1 4 6 10 0 1 0 0
10 0 0 1 1 2 0 0 1 3 3 6 1 0 1 0
15 0 3 6 5 7 0 0 3 5 9 14 5 1 1 0
31 * 1 7 2 4 3 4 4 1 7 8 1 1 0 0
33 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 1 0 0 0
35 * 1 8 4 5 1 2 1 0 3 3 3 4 2 0
54 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
11 43 19 40 6 10 13 14 30 44 13 11 4 0

Team / Coach: 三木 伸吾 -
合　　　計 77

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

RATE 25.6%

-

-

47.5% 60.0%
200

0

吉村 彬 0 8

32
上甲 朝也 10

0

28

- -

肥喜里 凌 12 36
関西 正成 0 3

12

松末 大空 14 34

ST MINTO AS

山崎 達弘 0

四方 誉 19
深澤 翔馬 2

REBOUND３Ｐ BS

宮川 智成 20 38

9

大阪大谷大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 小木曽 湧
合　　　計 100

0 -

200
RATE 37.5% 46.4% 90.0%

0 -
-

山地 直樹 4 20

大西 康之 2 1
網本 拓夢

-

中谷 隆人 8 21

原 和也 0 1
今村 勇貴 8 24

35
小木曽 湧 2 1
津田 航匡 0 5

15 28

桑原 啓樹 4 7

木下 雄太 39

梅崎 健 4 35

河邉 拓也 0 1

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

志賀 泰星 14 21

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

記録

入替戦 勝チーム

試 合 日 2017.11.04
神戸大学開始時間 10:00

会　　場 桃山学院大学

2017年度関西学生バスケットボールリーグ 入替戦

神戸大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
試合ＮＯ 712

100 77

敗チーム

大阪大谷大学

男子

戦評
【総括】
2部リーグでは検討するも序盤の黒星が響き、2部8位となった神戸大学と、ここ数年で力を伸ばし遂に3部リーグ3位
となり、2部昇格のチャンスを手に入れた大阪大谷大学との一戦。前半は神戸大も速攻や#37木下のゴール下で得点
を重ねるが大大谷が持ち前の得点力を発揮し、拮抗した展開となる。後半に入ると、徐々に調子を上げた神戸大
が、シュート率、リバウンドともに大大谷を引き離し始め、点差は徐々に広がる。大大谷も#15四方、#0松末らを中心
に3Pシュートでの得点を狙うが、前半ほどの勢いがみられず、苦しい戦いとなる。各選手が活躍し、後半に着実に得
点を重ねた神戸大は、前半こそ苦しんだものの、終わってみれば100-77と大量得点で勝利。2部残留を決めた。
【第1ピリオド】
立ち上がりは神戸大のエース、#37木下がジャンプシュートで先制する。しかし、大大谷#35肥喜里もミドルシュート
を決めてみせる。更には#0松末が3Pシュートを沈め、下剋上の様相を呈する。大大谷の勢いを止めたい神戸大はタ
イムアウトを要求。その後は#6桑原のミドルシュート、#37木下の打点の高いゴール下で点差を詰めるが、大大谷は
連続で速攻を決め、神戸大は追いつくことが出来ない。更に、#0松末がこのピリオド2本目となる3Pシュートを決める。
終了間際には神戸大#2梅崎がドライブインでレイアップシュートを決めるが、追い付けず、20-16大大谷のリードで第
1ピリオドは終了。
【第2ピリオド】
第1ピリオドから、粘り強くオフェンスリバウンドに食いつき得点に繋げる大大谷だが、神戸大も#36中谷のバスケット
カウントで2点差に詰め寄る。更には#1志賀の連続得点で逆転に成功。この試合初のリードを奪う。しかし、大大谷の
#1宮川がブロックに阻まれながらも3Pシュートを決めると、逆に勢いづいた大大谷は更には#0松末もまたしても3P
シュートを決め、大大谷が3部リーグを勝ち抜いてきたその得点力を見せつける。神戸大#1志賀も大大谷の3Pシュー
トに負けじと決めてみせるが、神戸大は終始追いかける展開となり、苦しい時間帯が続く。それでも、この試合再三
ゴール下で強さをみせている木下のフリースローで再び逆転したが、終了間際、大大谷#1宮川の得点で同点となり、
43-43の同点で後半に突入。
【第3ピリオド】
第3ピリオド序盤は、互いに攻め合うが、神戸大のシュート力が上回り、一挙に7点のリードを奪う。更には#37木下の
バスケットカウント、#17網本の3Pシュートなどで得点を重ね、神戸大学が2部の実力を見せつける。神戸大の連続得
点に大大谷はたまらずタイムアウトを要求。しかし、大大谷も#15四方がリバウンドに、3Pシュートにと躍動し、何とか引
き離されまいとする。更には神戸大のディフェンスの裏を突き、#1宮川がバスケットカウントを決める。#37木下が速攻
からダンクシュートを決め、大大谷を圧倒するかと思わたが、またしても大大谷#1宮川が得点を決め、61-69で神戸
大のリードは8点で第3ピリオドを終了した。
【第4ピリオド】
第4ピリオドは神戸大のペースで試合が進行する。しかし、大大谷#35肥喜里が連続得点。互いにシュートチャンス
を悉く決めきり、点の取り合いとなる。点差を縮めたい大大谷は#15四方が3Pシュートを決めるが、神戸大#17網本も
やり返す。どうにか追いつきたい大大谷だが、神戸大は#1志賀、#17網本ら2回生選手の活躍で着実に点差を広げ
る。焦る大大谷は3Pシュートで追いつきたいが、序盤の勢いが見られず、逆に神戸大#37木下に3Pシュートを決めら
れてしまう。それでも大大谷は#31上甲がシュートを決め、1分半を残し、神戸大のタイムアウト。その後も神戸大は確
実に得点を重ね、77-100で試合終了。神戸大が2部残留を決めた。
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